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図 1. 左右対称の L-C-Rスピーカーの設置

イントロダクション
AIW26B壁埋め込み型アクティブ・スピー

カーは、バス・レフ型 2ウェイ・スピーカー・
エンクロージャーと、それに適合するリモー
ト・アンプ・モジュール RAM1で構成されて
います。ホーム・シアター・システムのメイン
LCRアレイや、ステレオ・リスニング、大規模
サイズの最新ホーム・シアターのリア／サイド・
チャンネルなど、品質が要求される様々な用途
にご使用いただけます。

AIW26Bは、垂直な壁面への取り付けのみ
を想定して設計されています。天井への取り付
けは、おやめください。

開封
Genelec AIW26Bの同梱物は以下の通りで

す。輸送中の紛失や破損がないことをご確認く
ださい。不備が認められた場合は、販売店にお
問い合わせください。

• AIW26Bスピーカー・ユニット

• グリル

• AIC26Bカットアウト・テンプレート

• RAM1アンプ・ユニット

• 電源ケーブル

• コントロール・スイッチ用アクリル製カバー

• 本マニュアル

設置
AIW26Bシステムの設置は、Genelec認定

サービス、または経験のある施工業者に依頼す
ることをお勧めします。お住まいの地域の設置
業者に関する情報は、Genelec販売店にお問
い合わせください。

適合するスピーカーとアンプ
AIW26Bスピーカーは出荷の際、最適な

パフォーマンスを提供するため、同梱される
RAM1アンプ・ユニットに合わせて個別にキャ
リブレートされています。設置の際は、必ず同
一パッケージのスピーカーとアンプを組み合わ
せて使用してください。適合するユニットには、
AIW26Bエンクロージャーのレフ・ポートおよ
び RAM1のトップ・パネルにそれぞれ同じ ID
番号が記載されています。

スピーカーの設置
AIW26Bスピーカーには、Genelec独自の

DCW ™（Directivity Control Waveguide ™）
テクノロジーが搭載されています。DCW ™テ
クノロジーは、広いリスニング・エリアに渡る
非常にフラットで一貫した周波数レスポンスが
特徴です。また、音響軸外へのエネルギー放出
を抑えることで、側壁、床、天井での反射を最
小限にできるため、正確で安定したサウンド・
イメージを実現できます。

サラウンド・システムやステレオ・システム
のフロント・チャンネルなど、正確なサウンド・
イメージが要求される場面で AIW26Bを使用
する場合は、部屋の隅や側壁、反射物からでき
るだけ距離を置いて設置することをお勧めしま
す。スピーカーは、リスニング・ポジションに
対して左右対称に設置し、スピーカーとリス
ナーの間に遮蔽物が無いことが理想です。これ
によりクリアな台詞や、楽曲の優れたサウンド・
イメージを再現できます。図 1は、サラウンド・
システムのフロント・チャンネルおよびステレ
オ・システムの LR、そしてセンター・スピーカー
の適切な設置例を示しています。

LRスピーカーの推奨距離
（中心間）1～ 1.3 x リスニング距離（a）



家全体にオーディオ・システムを導入する場
合などは、図 1ほど厳密な位置関係を守る必要
はありません。その場合は、表 3に記載され
る、壁／天井付近へ設置する際の推奨設定に従
い、ディップ・スイッチを切り替えてください。

ホーム・シアターのサイドおよびリア・チャン
ネルのスピーカーは、5.1/7.1/3Dオーディオ・
システムのガイドラインに従って設置する必要
があります。

スピーカーの塗装
金属製メッシュ・グリルは、壁の色に合わせ

てスプレー塗装可能です。ただし、スピーカー
のエンクロージャーを塗装したり、グリルをス
ピーカーに装着した状態で塗装することはおや
めください。塗料詰まり防止用に貼られた布は、
塗装完了後グリルから剥がします。グリルの塗
装はブラシやローラーを使用せず、スプレーで
薄く塗装してください。塗料でグリルの穴を詰
まらせないようにご注意ください。

AIW26Bスピーカー・ 
エンクロージャーの設置

建築前に AIW26Bを設置する場合は、専
用のブラケットを Genelec販売店から購入
可能です。本マニュアルでは、既存の壁面に
AIW26Bを設置する手順を紹介します。

図 3. スピーカー・ケーブルの接続

図 2. AIW26Bエンクロージャーを穴にはめ込む

まず、付属のカットアウト・テンプレートを
用いて最適な設置位置を特定します。テンプ
レートを用いることで、スピーカー・ドライバー
の位置も把握できます。「スピーカーの設置」
の章で解説される最適な設置位置を簡単に特定
することが可能です。

障害物が無い箇所にスピーカーを確実に設
置するため、壁の構造を入念に調査してくださ
い。エンクロージャーは、乾式壁の表面から最
低 102 mmの奥行きが必要です。グリルは穴
よりもわずかに高さと幅があり、穴の上下左右
を含むすべての方向に約 30 mmの平らな壁面
が必要となります。ご注意ください。

適切な設置場所を特定したら、テンプレート
が水平であることを確認し、エンクロージャー
の輪郭に沿って壁にテンプレートの空いた穴を
鉛筆でトレースします。壁の内部に障害物があ
るかを確認する場合は、マークした箇所の中心
に小さな穴を開け、内部を確認すると良いで
しょう。乾式壁用ノコギリで穴の中心から 45
度の位置を最初にカットすることで、場所が不
適切だった場合、元に戻すことができます。障
害物が無かった場合は、マークした線に沿って
全体をカットします。

RAM1アンプをシステムに接続済みの場合
は、必ず同じ ID番号同士のアンプとスピーカー
を接続してください。

まず AIW26Bスピーカーを穴の下側にかけ
（図 2参照）、スピーカー・ケーブル端子を接続
します。

AIW26Bスピーカーを壁の穴にはめ込み、
マウント・タブが外側に回転するように 4つの
T25トルクス・ネジを時計方向に締めます。乾
式壁がマウント・タブとエンクロージャーのフ
ランジ間でしっかりと挟まれるまで、ネジを1.5 
Nmで締めます。必要に応じてサポート・ワイ
ヤーをエンクロージャー上部のタブに取り付け
ることも可能です。

次に、グリルをエンクロージャーに取り付け
ます。グリルはマグネットで固定されます。

スピーカー・ケーブルの 
選定と設置

RAM1アンプ・ユニットは、ツイーターと
ウーファーのためのそれぞれの専用パワー・
アンプを揃えています。したがって、ツイーター
用に白（⊖、逆相）と赤（⊕、正相）、ウーファー
用に黒（⊖、逆相）とグレー（⊕、正相）の 2
組のバインディング・ポストを備えます。スピー
カー側には、ネジ留め式端子が装着されたケー
ブルがエンクロージャーの入力端子に接続され
ます。ケーブル接続の際は正しい極性に注意し、
ツイーターのケーブルとウーファーのケーブル
を混同しないようにご注意ください（図 7参照）。

図 4. スピーカー・ケーブルの接続 図 5. 4つのトルクス T25ネジを 1.5 Nmで締める



接続は、高品質な 4芯ケーブルを使用し、ケー
ブルの長さはできるだけ短くすることをお勧め
します。推奨ケーブル径は、表 1をご参照くだ
さい。最大 6 mm2（9ゲージ）まで対応します。

AIW26Bシステムを既存の壁面に設置する
場合は、障害物が少ない最短のケーブル経路が
得られるかを入念に調査してください。施工時
に電気配線や通気口、水道管などに損傷を与え
ないようにご注意ください。これらは屋根裏や
地下室、床下のクロールに設置されている場合
があります。電気系統やテレビの回線などから
距離を置いてスピーカー・ケーブルを配線する
ことをお勧めします。これによりスピーカー・
システムへのハム・ノイズの混入を防ぐことが
できます。

RAM1アンプの接続
RAM1アンプは、プリアンプやサラウンド・

サウンド・プロセッサー、その他の低レベル・
ソースのライン・レベル出力信号に接続するよ
うに設計されています。注意：RAM1にパワー・
アンプのスピーカー・レベル出力を接続しない
でください。接続の前に、アンプの背面パネル
にある電圧セクレターが適切な電圧に設定され
ており、すべての機器の電源がオフであること
を確認してください。

まず、スピーカー・ケーブルをアンプのバイン
ディング・ポストに接続します（図 7および図
9）。接続する RAM1アンプと AIW26Bスピー
カーのシリアル番号が一致していることを確認
してください。シリアル番号は、スピーカーの
レフ・ポートおよびアンプのトップ・カバーに
貼られたステッカーに記載されています。まだ
スピーカーが設置されていない場合は、システ
ムの各チャンネルにどのアンプを接続すべきか
をメモに書き記すと良いでしょう。ケーブルの

極性を確認し、付属の工具でバインディング・
ポストにケーブルをしっかりと固定します。故
障の原因となるため、バインディング・ポスト
の締め過ぎにご注意ください。

RAM1は、2系統の 10 kΩパラレル入力端子
（バランス XLRおよびアンバランスRCA端子）
を備えます。ケーブルが長くなる（10 m以上）
場合は、外部との干渉を抑えるためバランス・
ライン信号による接続を推奨します。短いケー
ブルで接続できる場合は外部からのノイズの影
響を受けにくくなるため、RCA接続も使用可
能です。ただし XLR入力と RCA入力は、同
時に使用しないでください。信号ケーブルの選
択については、Genelec販売店にお問い合わ
せください。

RAM1 は、「ON」 と「STANDBY」 モ ー ド
を切り替えるリモート・コントロール機能を
備えます（EUで販売される製品では非対応）。
「REMOTE CONTROL」端子は、DC12V ト
リガー・リモート・コントロール用の端子（1
および 2）に加え、外部スイッチまたはリレー
型リモート・コントロール用の端子（3および 4）
を備えます（表 2参照）。これら 2種類のリモー
ト・コントロールは、同時にアンプに接続する
ことはできません。

RAM1アンプの 
必要設置スペース

RAM1に搭載されている 120 Wデュアル・
パワー・アンプは、フル・パワーで使用する場
合、かなりの熱を持ちます。オーバーヒートを
避けるため、アンプの周囲で通気が適切に行わ
れ、近くに他の熱源が無いことをご確認くださ
い。専用の RM1 4Uラック・マウント・キッ

トを用いて、通気が確保された機器ラックに
RAM1をマウントすることをお勧めします。

RAM1をキャビネットや棚に設置する、ま
たは RM1ラック・マウント・キットを使わず
ラックにマウントする場合は、十分な冷却を行
うため、アンプ背面に 100 mm、上部に 150 
mm、両側に 50 mmの隙間が最低限確保され
ていることをご確認ください（図 10参照）。

RAM1アンプを 
ラック・マウントする

RAM1アンプをラックにマウントする場合
は、Genelec RM1 4Uラック・マウント・キッ
トの使用をお勧めします。RAM1の上下に十
分な隙間があり、アンプ後方に 100 mmの
空間が確保されていることをご確認ください。
アンプ後方の空間で、適切なエアフローが必要
です。ラック内部の温度が RAM1の最大周囲
温度 35℃に近くなる場合は、オーバーヒート
保護機能が起動しない様、ファンの設置をお勧
めします（図 11参照）。

入力感度の設定
アンプのフロント・パネルにて、各スピーカー

の入力感度を設定できます。これによりデコー
ダーやその他のソースと信号レベルを適合させ
ることができます（図 8参照）。感度調整には、
小型ドライバーが必要です。工場出荷時は、-6 
dBu（0.389V、時計回り一杯）に設定されて
います。-6 dBuの入力レベルで 100 dB@1m
の SPLを得ることができます。各ユニットあ
たりに 110 dBのフル出力レベルを得るには、
この設定を +4 dBu（1.22V）にする必要があ
ります。ほとんどのプリアンプは、この出力レ
ベルに対応します。

ルーム・レスポンス・コントロール
の設定

室内環境や好みに合わせてサウンドを最適化
するには、システムの音響レスポンスを調整す
る必要があります。各音響環境でのルーム・レ
スポンス・コントロールの推奨設定は、表 3を
ご参照ください。サウンドが明るすぎる場合

+
+

図 6. 金属製グリルをマグネットで固定

図 7. スピーカー・ケーブルの極性

ケーブル ･ゲージ 最大長

2.0 mm2 (14 AWG) 30 m

3.3 mm2 (12 AWG) 40 m

5.3 mm2 (10 AWG) 60 m

表 1. ケーブル長による推奨ゲージ

ツイーター

ウーファー

⊖ ツイーター（逆相）
⊕ ツイーター（正相）
⊖ ウーファー（逆相）
⊕ ウーファー（正相）
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図 8. RAM1アンプのフロント・パネル。オートスタートおよびリモート・
コントロール機能は、欧州で販売される製品では使用できません。

図 9. RAM1アンプのリア・パネル。オートスタートおよびリモート・
コントロール機能は、欧州で販売される製品では使用できません。

表 2. RAM1のリモート・コントロール端子 

トーン・コント
ロールの種類

極性または
接点

接続するリモート・
コントロール入力
のピン番号

DC 12V 
トリガー電圧

+（正相） 1

-（逆相） 2

外部スイッチ・
リレー

接点 1 3

接点 2 4

同時に接続できるリモート・コントロールは 1つ
のみ

図 10. Genelec RM1ラック・マウント・キッ
トを使用せずに RAM1アンプを設置する場合
に必要な最小空間 
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図 11. 別売りのGenelec RM1 4Uラック・
マウントは、最大3台のRAM1アンプをマウン
ト可能 

は、「TREBLE TILT」を「-2 dB」に、低域が
強すぎる場合は、「BASS TILT」スイッチを「-2 
dB」に設定してください。ルーム・レスポン
スは、アンプのフロント・パネルに搭載され
る「TREBLE TILT」、「BASS TILT」、「BASS 
ROLL-OFF」の 3種類のコントロール・スイッ

チで調整できます。工場出荷時のデフォルト設
定では、すべてのルーム・レスポンス・コント
ロールが「All Off」でスピーカーが壁に設置さ
れる場合など、半空間でのレスポンスがフラッ
トになるように調整されています。レスポンス
の調整は、すべての設定を「OFF」にした状態
で開始して下さい。各グループ内のスイッチそ
れぞれ 1つだけ「ON」に切り替え、目的のレ
スポンス・カーブを選択します。スイッチの効
果は、累積しません。同一グループ内で複数の
スイッチを「ON」に設定すると、表示されるアッ
テネート値は正確な値を示さなくなります。推
奨設定の例は、表 3をご参照ください。

オートスタートおよびリモート・
コントロール機能を使用する
オートスタートおよびリモート・コントロー

ル機能は、欧州で販売される製品では使用でき
ません。

信号検出によるオートスタート機能を有効
にするか、リモート・コントロール・ユニット
（AIW26Bシステムには含まれません）を使用
すると、RAM1アンプをスタンバイ・モードに
切り替えることができます。システムを数日間
使用しない場合は、RAM1の電源スイッチま
たは主幹電源スイッチ（設置されている場合）
を用いてシステムの電源をオフにしてください。

オートスタート機能は、アンプの最初
のスイッチ・グループにあるスイッチ 4
（AUTOSTART）を「ON」にすることで有効
となります。約 30分間信号が入力されない状
態が続くと、アンプがスタンバイ・モードに切
り替わる機能です。アンプに信号が再び入力
されるとスタンバイ・モードは即座に解除され、
通常の動作モードに復帰します。

リモート・コントロールを使用して RAM1
の「STANDBY」モードと「ON」モードを切
り替えるには（「RAM1アンプの接続」参照）、

最初のスイッチ・グループにあるスイッチ 3
（REMOTE CONTROL）を「ON」に設定します。
これによりリモート・コントロール機能が有効
となり、RAM1は「STANDBY」モードにな
ります。リモート・コントロールからの信号が
検出されると「STANDBY」モードが解除され、
「ON」モードに切り替わります。

設定の保護
RAM1のコントロール・グループは、アクリ

ル製カバーで保護することができます。設定完
了後、2本のネジを用いてスイッチ・グループ
にカバーを取り付けてください。ネジの締め過
ぎにご注意ください。

ステータス・インジケーター 
LED

RAM1に搭載されるステータス・インジケー
ター LEDは、アンプのステータスに応じて異
なる色に点灯します。アンプが「STANDBY」
モードの場合、LEDが黄色に点灯します。アン
プが「ON」モードの場合、LEDは緑色に点灯
します。

BASS TILT
スイッチ

BASS ROLL-OFF、オートスタート、
リモート・コントロール・スイッチ 
（使用できる場合）

感度調整

電源 
スイッチ

ステータス・ 
インジケーター
LED

TREBLE 
TILTスイッチ

入力端子 リモート・コントロール端子 
（使用できる場合）

スピーカー・ 
ケーブル・ 
バインディング・
ポスト

電源入力

電圧セレクター



自動保護回路
AIW26Bシステムは、スピーカー・ドライ

バーの過電流やアンプのオーバーヒートに対す
る保護回路機能を備えます。保護システムは自
動的にリセットされるため、保護機能が動作し
ないように入力レベルを下げるだけで通常の運
用に復帰可能です。

ドライバーの過電流保護回路は、レベルが大
幅に高い、または歪んだ信号の長時間入力によ
るオーバードライブからドライバーの損傷を防
ぐ機能です。回路が作動するとチャンネル・ボ
リュームが自動的に下げられ、オーバーロード
を防ぎます。この動作を避けるには、高音圧レ
ベル再生中に音にざらつきや歪みが認められた
時点で、リスニング・レベルをすぐに落として
ください。

アンプがオーバーヒートした場合は、保護回
路によって「STANBY」モードに自動的に切
り替わります。アンプを冷却し、アンプの周囲
に冷却に十分な空間が確保されていることを確
認してください（「RAM1アンプの必要スペー
ス」および「RAM1アンプをラック・マウント
する」の章参照）。問題が解決されない場合は、
お使いのキャビネットやラックでの適切な冷却
方法をGenelec販売店またはホーム・シアター
の設置業者にお問い合わせください。

メンテナンス
スピーカーおよびアンプ内部には、ユーザー

自身による点検修理が可能な箇所はありません。
保守および修理は、認定サービス以外の者が実
施してはいけません。

安全性についての検討事項
• AIW26Bは、垂直な壁面への取り付けを想
定して設計されています。天井への取り付け
は、おやめください。

• 保守および修理をGenelec認定サービス以
外の者が実施してはいけません。アンプ・ユ
ニットの分解はおやめください。

• 感電の危険があるため、アース接続されてい
ない電源ケーブルで本製品を使用しないでく
ださい。

• 火災や感電を防ぐため、製品を水または湿気
にさらさないでください。花ビンなど液体で
満たされた物体を、RAM1の上や付近に置
かないでください。

• システムを長期間使用しない場合は、アンプ
の電源をオフにしてください。

• RAM1アンプは電源コードがアンプまたは
電源コンセントから取り外さない限り、AC
電源から完全に接続解除されません。

警告
本製品は、恒久的な聴覚障害を引き起こす

85 dB以上の音圧レベルを出力します。

保証
本製品には、製造時の過失や欠陥に対し 2年

間の保証が付帯します。販売条件および保証に
関する詳細は、販売店にお問い合わせください。

BASS 
ROLL-OFF

BASS TILT TREBLE TILT

半空間デフォルト設定 すべてオフ すべてオフ すべてオフ

減衰の多い（デッドな）空間 0 dB 0 dB 0 dB

通常の空間 0 dB 0 dB -2 dB

反射の多い（ライブな）空間 0 dB -2 dB -4 dB

室内でのスピーカーの設置場所による影響を補正する追加設定

2面に囲まれた（壁／壁または壁／天井）位置に
設置 -2 dB -2 dB 0 dB

3面に囲まれた（壁／壁／天井）位置に設置 -4 dB -4 dB 0 dB

スピーカーを孔あきスクリーン背後に設置する場合は、「Treble Tilt」を「+2 dB」に設定することで補正で
きます

表 3. 環境別のルーム・レスポンス・コントロール推奨設定

図 12. AIW26B正面図

図 13. AIW26B側面図

図 14. AIW26B上面図
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AIW26Bスピーカー・ユニット
低域カットオフ周波数、-6 dB： < 39 Hz

高域カットオフ周波数、-6 dB： > 25 kHz

周波数レスポンスの精度、（± 2.5 dB）：  45 Hz～ 21 kHz

瞬間最大音圧レベル、軸上、半空間、1 m、
100 Hz～ 3 kHz：

> 110 dB SPL

ペア毎の最大ピーク音圧レベル、音楽ソース、
1 m：

> 120 dB SPL

ドライバー
ウーファー：
ツイーター：

165 mm（6.5インチ）
19 mm （3/4インチ）メタル・
ドーム

高調波歪み、90 dB SPL、軸上@1 m： < 3%（50～ 200 Hz）
< 0.5% （>200 Hz）

重要（グリル含む）： 8.7 kg

必要なカットアウト寸法
高さ：
幅：
奥行き： 
許容される乾式壁の厚さ

552 mm 
303 mm 
102 mm** 
7～ 28 mm 

* グリルはカットした穴より高さと幅があり、穴の上下左右を含むすべての
方向 30 mmの平らな壁面が必要となります。

**奥行き =壁内に必要な、乾式壁表面から計測した自由空間の距離。

RAM1アンプ・ユニット

Bassアンプ出力電力： 短期 120 W

Trebleアンプ出力電力： 短期 120 W

入力インピーダンス： 10 kOhm

クロスオーバー周波数： 3.5 kHz

TREBLE TILTコントロール、+2～ -4 
dB（2 dB単位）およびミュート： 

@15 kHz

BASS ROLL-OFFコントロール、0～
-6 dB（2 dB単位）：

@50 Hz

BASS TILTコントロール、0～ -6 dB（2 
dB単位）およびミュート： 

@100 Hz

メイン電圧： 100/200Vまたは 115/230V

消費電力 
(スタンバイ /アイドル /フル出力 )： 

 
23/23/200 W

最大周囲温度 35 °C

重量： 4.6 kg

寸法
高さ：
幅：
奥行き：

130 mm 
145 mm 
309 mm  

図 15. AIW26Bグリル正面図。グリルの厚さは 4 mm
図 17. RAM1側面図
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図 16. RAM1上面図
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Genelec AIW26B壁埋め込み型アクティブ・スピーカー・オペレーティング・マニュアル

www.genelec.jp
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修理お問い合わせ先 
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